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法人会では平成30年度からスタートする米政策改革に対応するため、ＪＡと集落営農法人が連携し、法人

の経営発展や地域農業の振興を目指すことを目的にＪＡグループとの意見交換会を開催した(８月１７日、

９月１９日、９月２２日）。今年は、意見交換会の場を広げるために、昨年に引き続き開催する「ＪＡおお

いた」と「中央会・各連合会」に加え、新たにＪＡ玖珠九重でも開催し、法人会活動の内容や法人経営の現

状と課題について情報共有を図りながら有意義な意見交換がなされた。

【JAおおいた開催】

８月１７日のJAおおいたとの意見交換会では、肥料・農薬価格など所得向上に関する質問を中心に意見を

交わした。これまでも毎年短時間の交流は実施してきたが、法人会の役員が揃っての意見交換会は３年ぶり。

集落営農法人１０組織のほか、同ＪＡ役職員など２２人が参加した。主な内容は次の通り。

Q.ジェネリック農薬などの取り扱いで価格は安くならないか

⇒「オルトラン」のジェネリック農薬として、「ジェイエース」など一部で

ジェネリック農薬は既に販売されています。特許切れ農薬を新たに農薬登

録するのに時間がかかり、平成34年までに共同開発をすすめ販売を予定し

ています。

Q.法人は大量に肥料などを購入しているが、大量仕入れで安くならないか。

⇒大口奨励や満車直行などで対応しており、今後もすすめていきます。満車

直行は、３銘柄以内の混載はOKです。

Q.米の買取販売の状況は。

⇒29年度は63万4千袋を計画しています。普通期は特栽米を中心に買取を計画

しており、従来の2割程度から5割程度に増やしていく計画です。但し、買取

販売が必ずしも有利になるとは限らないことは認識しておいてください。

Q.JAが主体となって地域農業振興を進めてほしい。

⇒今年の総代会で地域農業振興計画を提案しました。その中ではエリア毎の振興計画を策定しているの

で、これを基本に進めていきます。

１．地域での連携に向け、JAとの意見交換
JAおおいた、JA玖珠九重、JA大分中央会・連合会と意見交換。地域農業の振興策を探る。

２．水田農業改革に備える ～地区別研修会で情報収集～
水田農業経営の経費削減策をテーマに、県内３か所で開催！！

３. 農機具フェアに行ってきました 7/26～7/28
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地域での連携に向けて、JAとの意見交換

以上の他にも、「法人の経営を見ると機械の修

繕ウエイトが高いので、JAの農機具部門のサービ

ス拡充が必要である。」また、「タイムリーな農

薬などの情報提供をしてほしい。」などの要望も

挙がった。

★JAおおいたの面談者

穴見理事長、力徳専務、坂本営農担当常務、

濱田経済担当常務、河野経済部長、稲摩経済

課長



【JA玖珠九重開催】

９月１９日に開催したJA玖珠九重の役員との意見交換会では、

10日ほど前の９月８日に「JA玖珠九重自己改革工程表の説明

会」を開催、JA玖珠九重が今後どのような手法で地域農業の振

興に取り組むかを事前に勉強して臨んだ。当日は同地区の営農

組織も加えた10名とJA役職員10名、行政・担い手サポートセン

ター職員６名の出席で開催した。

同会では、JAが取り扱っている水稲の品種の検討や、米集荷

への対応など、担い手が更にJA利用を高めていくための要望が

多く出され、JAも指導体制を拡充していくのが厳しい中、検討

していくことが約束された。

【中央会・各連合会開催】

法人会の廣瀬成芳会長ら役員４人は９月２２日、ＪＡグルー

プとの協力・連携の強化を目的に、中央会ほか連合会を訪れ県

内農業・集落営農法人の現状・課題の報告などを行った。

廣瀬会長は「補助金・交付金でやりくりする時代は終わった。

地域農業が生き残るにはＪＡと連携し、いかに経営を安定させ

るか考えていく必要がある」と話し、二宮伊作中央会会長は

「後継者育成などの課題があるが、農業・地域社会の維持・発

展のためにも法人会の皆様とは連携をとっていきたい」と応え

た。

また全農おおいたでは、JAグループが取り組んでいる肥料の

銘柄集約や担い手対策に各法人も期待していると述べた一方、

TACの活動については注文をつけた。

全農おおいたの長野博文本部長は、「従来の行動以上に自己改革に取り組んでいる。加工用キャベツや

ニンニクの契約・買取販売、多角化経営の推進、農機具のレンタルなど、担い手支援には積極的に取り組

んでいく。」と応じた。

国産食料の生産を行う環境づくり、体制作りも重要で、食に対する情報発信もJAグループの重要な仕事

であるとし、今後、JAグループの一層の支援を依頼し、個別訪問を終えた。

★中央会・各連合会の面談者

中央会・・・二宮会長、多嶋田専務、野田参事

信 連・・・舩石理事長

共済連・・・大西本部長

全農おおいた・・長野本部長、藤田副本部長、長野副本部長

★JA玖珠九重の面談者

石井組合長、佐藤専務、梅木常務、営農・経済・総務の各課長
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平成30年度からの水田農業改革に備えるために、水田農業の

経費削減策をテーマに、県内３か所で地区別研修会を開催し32

法人・50名が参加した。

今回学んだ経費削減策は次の3つ。

3つの経費削減策

その１ 乾田直播栽培で労働時間他の削減

その２ 密苗・密播栽培で苗代削減・作業軽減

その３ 農機具のセルフメンテで修理費の削減

これまでも新聞記事などで関心はあったものの、本当に県内で

の実用に耐えられるかの疑問に答える為、昨年から県内で試験

栽培している結果などに基づいた研修会となった。

水田農業改革に備える 地区別研修会で情報収集

<研修 1>

『水田乾田直播栽培の紹介』 講師：大分県地域振興局

慣行栽培と比較をしながら、乾田直播のカン所(雑草対策や施肥法、入水時期など)や利点、さらに以

下のような心配なところについても説明しながらの研修会となった。

講師をした振興局の各普及員は、「まだまだ発展途上の栽培技術ではあるが、乾田直播栽培の作付体

系を守り、これまでの知見に基づいた対応や作付場所を選択していけば、利点は活かせる。」と話し、

県内各地域での取り組みを奨励した。

<研修 2>

『水稲密苗・密播栽培の紹介』 講師：全農おおいた 資材部・農業機械課 調査役 菅原大樹氏

苗箱の播種量を通常の２～３倍に増やし、育苗枚数を1/2程度まで抑えることによって、育苗資材費・

苗運び苗つぎ時間の削減を図ろうとした栽培方法が、今回紹介された【水稲密苗・密播栽培】である。

今年度、県内７か所で実演した実績によると、箱苗数が最大で63.7%削減し、10a当たり４.８枚しか使

わなかった圃場もあった。今後の収量が気になるところである。

～心配なところ～

○種はどうやって蒔くの? ○雑草の発生は大丈夫なの?

○ジャンボタニシがいても大丈夫なの? ○代掻きをしなくて、水漏れはないの?

○収量は慣行栽培とそん色ないの?

今回紹介した２つの栽培技術は、すべての圃場で対応できるわけ

でもない為、それぞれの法人の土地条件などによって栽培体系や他

の作業スケジュールを整理して、「慣行栽培」「疎植栽培」「乾田

直播栽培」「密苗・密播栽培」を組み合わせた新たな栽培体系を確

立することが低コスト・省力化につながることがわかった。



平成29年度 行事 今後の主要行事は次の通りです。

12月4・5日 集落営農４県サミット 於;島根県

未 定 スマート農業研修会
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<研修 3>

『農機具セルフメンテナンスの勧め』 講師 全農おおいた 資材部・農業機械課

機械化プランナー 川上髙生 氏

今回、各法人でもできる農機具の維持管理・点検のポイントについて、法人持参のトラクター、草刈

機でそのポイントを学んだ。

◆格納点検・・・作業中の不具合個所を忘れないうちに意識して点検できます。

◆事前点検・・・作業予定日から一週間前までに済ませましょう。

◆作業前点検・・各部のオイル注油、各機能作動確認で作業中のトラブルを防止できます。

◆終業点検・・・汚れ、ごみの除去、ベルトの亀裂・摩耗・

燃料補給などで明日も快適に作業開始！

農機具フェアに行ってきました 7/26～7/28

★農作業事故が多発しています！！ 労災保険に加入していますか?

★防護服、防護メガネ、ヘルメットなどしっかり身を守る服装で。

★携帯電話・ホイッスルなどは身に着けて。

★右見て、左見て、畦を見て、周囲の安全確認は怠りなく。

法人会が後援した『JA農機具フェア2017』が大分ス

ポーツ公園で開催され、多くの人でにぎわった。実績

も７憶円の目標に対し、8.5億円と会員の力が結集した

結果となった。

会員の来場者には会員限定の粗品をプレゼントした。

29法人・95名が来場 ⇓ ドローンの実演

明日の未来は自らの手で切り開く！

大分県集落営農法人会
http://www.syuurakueinou.oita.jp/
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